
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 ◆D-20-1-1 

事業名  避難誘導看板の設置 

事業費 総額 3,680千円 

        （内訳：工事費 2,814千円，委託料 866千円） 

事業期間 平成 24年度～平成 25年度 

事業目的・事業地区 

 東日本大震災において，津波が発生したことを受け，津波の注意喚起を目的とした電

柱看板（避難経路誘導及び海抜表示）の設置委託，避難誘導看板の工事を行ったもの。 

電柱看板は那珂湊地区の 200箇所に設置。詳細は別紙①，②のとおり。 

避難誘導看板は那珂湊地区の 7箇所に設置。詳細は別紙③，④のとおり。 

 

事業結果 

 電柱という身近な場所に設置することにより，地域住民のみならず土地勘のない観光

客であっても避難場所までの経路を確認できるようになった。 

 

事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

津波被害が起こりうる海岸沿いの地区に網羅的に電柱看板・避難誘導看板を設置する

ことにより，実際に津波災害が起こった際に即座に視覚的に避難すべき方向が分かるよ

うになり，今後の津波被害者の減少に寄与すると考えられる。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

看板のうちの大半を電柱看板とすることにより，通常の立て看板よりも安価に製作・

設置を行うことができた。 

また，避難誘導看板についても，設置場所をすべて道路上としたことにより，用地買

収費用や借地料等が不要となり，コストを削減することができた。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

 当初想定 実績 

工事・設置 平成 24年度 平成 24年度～平成 25年度 

当初段階では，海岸沿いの地区にある電柱 100箇所に電柱看板を設置することを想定

していたが，茨城県が平成 24年 8月 24日に公表した津波浸水想定範囲を考慮し，追加

で 100箇所設置することとしたため，事業を 1年延伸した。 

 

事業担当部局 

ひたちなか市市民生活部生活安全課 電話番号：029-273-0111（内線 3218） 

 


